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多数の人が限られた資源を共有して使用するとき、そこには混雑
や待ちが発生します。身近な例では病院外来の診察待ちで、たっ
た 3 分の診察を受けるために 1 時間以上待たされることも珍しく
ありません。ほかにも、情報通信の世界では、目には見えないと
ころでデータが「待ち行列」を作って待たされています。私が専
門とする「待ち行列理論」は、このような現象を定量的に表現し
て解析する数学の道具であり、これを実世界のデータと組み合わ
せることで混雑や待ちに関わる諸問題の解決に役立てることがで
きます。

待ち行列理論、マルコフ解析、確率過程論、通信ネットワーク、
データ分析

応用分野 医療・ヘルスケア分野、情報通信分野
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